
要旨：
免疫系には古典的な自然免疫系と、約５億年前に備わった比較的新しい
獲得免疫系が存在する。自然免疫細胞の多くはミエロイド系の分化経路か
ら供給され、短命かつ低増殖性で造血系による供給に強く依存する一方、
獲得免疫細胞はリンパ球系の分化経路を経て産生され、長命かつ高い増
殖性を有している。このように、私たちの身体では、進化的背景、体内にお
ける維持・供給機構が全く異なる２つのシステムが高度な調和を保ちなが
ら緊密に連携することで、恒常性を維持している。本セミナーでは、新規免
疫細胞群の同定や定説を覆す血球分化経路の発見など、血液細胞の供
給という免疫学の基盤的知見における研究成果を基に、自然免疫と獲得
免疫の連環機構や、それらの協調的な進化の歴史を紐解く。さらに、これ
ら基礎研究における成果を発展させ、免疫細胞の供給制御を通じた臨床
介入アプローチの創出を目指す最近の取り組みについても紹介する。

連絡先：生命医科学域長室 入江賢児
kirie@md.tsukuba.ac.jp 

演題： 造血研究から迫る自然免疫・

獲得免疫の連環と調和的進化

演者： 金山 剛士先生

東京科学大学総合研究院

難治疾患研究所生体防御学分野

准教授

日時： 令和８年１1月9日(月) 18：30～19：40

会場： 臨床講義室 D
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